
 

オール陸上競技記録会 要項 

      

 

1 ．開催の趣旨  ２０２２年３月に開催されたオール陸上の第2回大会。障がいのある人もない人も一緒に競技場に集い、陸

上競技に親しみ、競技することでお互いを理解し、認め合う。関係する各競技団体が共に運営に携わること

によって、障がい者スポーツの認知度を上げ、障がい者の広い社会参加を促進し、陸上競技の競技力を向上、

活力ある共生社会に繋げていくことを目的とする。今回は車いす種目を除いてすべて日本陸連公認対象種

目のみでの実施。日本陸連公認競技会として日本陸連カレンダーに掲載済み。 
 

2． 主 催    一般社団法人日本パラ陸上競技連盟(JPA) 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟(JIDAF)  

公益財団法人東京陸上競技協会 日本体育大学陸上競技部     
 

3． 共 催    一般社団法人日本デフ陸上競技協会(JDAA)   
 

4． 主 管    公益財団法人東京陸上競技協会（駒沢会場） 
 

5 ．後 援     特定非営利活動法人日本ブラインドマラソン協会(JBMA)      
 

6 ．協 力    公益財団法人日本陸上競技連盟（予定）  東京都知的障がい者陸上競技連盟（予定）  
 

7． 協 賛    公益財団法人山田昇記念財団 
 

8 ．期 日    ２０２３年３月２５日（土）～２６日（日） 
 

9 ．会 場    日体大会場（２５日のみ） 

日本体育大学健志台グラウンド   横浜市青葉区鴨志田町1221-1 

駒沢会場（２６日のみ） 

駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場  〒154-0013 世田谷区駒沢公園１－１ 

 

参加者募集要項（駒沢会場：２６日） 

 

10 ．実施種目 

   ３月２６日(日) 駒沢会場 

（立位）   【男子】 １００ｍ ４００ｍ １５００ｍ ５０００ｍ 走幅跳 

【女子】 １００ｍ ４００ｍ １５００ｍ ５０００ｍ 走幅跳 

（車いす）   【男子】 １００ｍ ４００ｍ １５００ｍ ５０００ｍ 

               【女子】 １００ｍ ４００ｍ １５００ｍ ５０００ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

11．参加資格 

● （立位の部）中学生以上の２０２２年度日本陸上競技連盟登録競技者で、かつパラ競技者については日本陸上競技連盟競

技規則で競技できる競技クラスのみ 

● （車いすの部） ２０２２年度JPA登録者 

 

【参考】日体大会場（３月２５日（土）で実施のオール陸上対象種目(パラとデフ競技者のみが対象) 

（立位）  【男子】走幅跳(視覚障がい＝T11・12のみ) 砲丸投 円盤投 やり投 

       【女子】走幅跳(視覚障がい＝T11・12のみ) 砲丸投 円盤投 やり投 

（車いす） 【男子】砲丸投 円盤投 やり投 

       【女子】砲丸投 円盤投 やり投 

日体大競技会のなかで実施のため参加者申し込み方法は日体大競技会要項で確認のこと 

※要項はこちらから ⇒ 日体大ホームページ http://games.nssu-athletic.com/tf.html 

日体大競技会では、上記のオール陸上種目以外にもパラ競技者対象種目を実施 

（立位）  【男子】４００ｍ 走幅跳   【女子】４００ｍ  走幅跳 



 

12．参加制限 一人３種目以内 

・ 5000mについては以下の制限時間内にフィニッシュできる者。制限時間で競技を打ち切る。 

立位の5000m（男子30分以内、女子40分以内）車いす5000m（男子20分以内、女子30分以内） 

・ 複数種目を申し込んだ場合、競技日程が過密になる可能性があるので注意のこと。   
 

13．競技規則 

・ 立位種目では、２０２２年度日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項により実施する。 

パラ競技者については特別な配慮が必要な際には2022−2023World Para Athletics（WPA）競技規則による。 

・ 車いす種目では2022−2023World Para Athletics（WPA）競技規則が適用される。  

・ WPA公認競技会（エンドース）として開催のためパラ競技者のなかで IPCに登録し国際クラス分けステータスがCま

たはRの記録はWPA世界ランキングの対象となる。ただし、本競技会ではSIS使用をはじめ必要条件を満たさない

ためパラ世界記録・アジア記録は公認対象外となる。  
 

14．競技方法 

・ 記録会であるのでトラック種目は予選決勝の実施はない。 

・ トラック種目は申込時の自己タイム（目標タイム）順で組み分けをおこなう。従って障がいのある競技者と障がいのない競

技者の別なく一緒に競技をおこなう。 

・ トラック種目でガイドランナー（伴走者）を伴う競技者には2つのレーンが割り振られる。 

・ 聴覚に障がいのある競技者でスタートランプの使用希望者は日本デフ陸上競技協会 HP「各種申請書類」より事前申請

をおこなうこと。この場合、組み分けは、自己タイム順ではなく、スタートランプ使用希望者で一緒とする予定。 

・ 走幅跳で8人を超える競技者が競技を行う場合には各競技者は3回の試技が許され、有効な成績を得た上位8人の

競技者には、さらに3回の試技が許される。競技者が8人以下の場合には、各競技者に6回の試技が許される。 

・ 競技者の衣類については日本陸連広告規程が適用される。ただしIPC登録者でWPA公認対象種目では、WPA広告規程

が適用される。チーム名については、規程内の「国名」の項を適用する。 

・ 競技方法の詳細については、競技注意事項に記載する。大会一週間前迄にホームページに掲載予定。   
 

15．参加料  １人１種目につき １,５００円（税込み）      
 

16．申込期間 

・ 申し込み ２０２３年２月１日～３月３日（払い込み期限３月３日）  

・ 期間内に申込を行い、参加料の払込が確認された場合のみ申込を受け付ける。 
 

17．申込方法  

申込方法 以下の手順で申込を行うこと。 

① 申込書の送信 

・ 東京陸協ホームページ（http://toriku.or.jp）または所属する競技団体のホームページより「オール陸上競技記録会」の申

込書式をダウンロードすること。 

・ 持ち記録順に組み分けをするので、必ず自己記録（目標記録）を記入すること。 

・ 視覚障がいの競技者がガイドランナーもしくはアシスタント（コーラー、エスコート）と競技する際には、必ずその氏名も申込

み用紙に明記すること。ガイドランナーも日本陸連登録者であること。 

・ 障がいのある競技者で、競技クラスがわかっている者は、申し込み時にエントリーフォームの氏名の“名”の後ろに競技クラ

スを付記すること。 障がい別のうち、知的障がいは“T20”、聴覚障がいは“T70”とする。障がいクラス不明の場合は

“IMP”と記入すること。 IPC登録者で、競技クラス未記載の場合、自動的にWPA記録申請されることはない。  

記入例(クラスがわかる者)： 東京太郎(T70)、新宿花子（T20）、世田谷次郎(T１１) 

記入例(クラス不明)：品川三郎(IMP) 

・ 参加者の氏名、ふりがな、所属名、参加種目等の情報はプログラムやスタートリスト、記録証等の作成にそのまま使用され

る。 

※ 所属（団体名）は日本陸連登録者の場合、日本陸連登録の際に記入した「略称」と同じにすること。 

※ データの入力ミスによる大会当日の修正依頼が多く発生し、記録確定後は訂正に応じられないこともあるので、参加者

のデータ入力は間違いのないよう、送信前に必ず確認すること。 

・ 必要事項を入力のうえ、指定のアドレス（申込書式に記載）に申込書を添付し、メールを送信すること。 



 

② 東京陸協から受信したことを知らせる自動返信メールがある。 

※ 申込期間終了後の人数の増減や種目の変更等はできない。 

※ 申込期間中の再送・再々送へは受信したことを知らせる自動返信メールは送信されない。 

※ 申込への自動返信メールが届かない場合は、下記宛に電話、メールにて問い合わせること。 

東京陸上競技協会 事務局 事業担当 Tel ０３－６２６１－５２８０（10時～18時 土・日・祝日は休み）    

聴覚障がい者対象メールアドレス morita@toriku.or.jp 

③  参加料の払込 

以下のア．郵便局の払込取扱票による払込み、若しくはイ．ゆうちょ銀行口座振込のいずれかの方法で払い込むこと。） 

ア．郵便局の払込取扱票による払込 

郵便局で払込取扱票（手数料は払込人払い）を使い、通信欄に必ず必要事項（団体名、大会名、参加区分ごとの種

目数・金額）を記入のうえ、下記の口座に払い込みすること。 

口座番号 ００１５０―４－１２２６２２ 

加入者名 東京陸上競技協会 

イ．ゆうちょ銀行口座振込 

支払者名を団体名若しくは連絡責任者名とし、通信欄に大会名を記入した場合のみ下記のゆうちょ銀行口座へ

の振込を受け付ける。 

店  番 ０１９（ゼロイチキュウ） 

口座番号 （当座）０１２２６２２ 

口座名義人 東京陸上競技協会 

＊ 払い込まれた参加料は大会が中止の場合でも返金しない。 

＊ 払込取扱票の払込受領証が参加料の領収証となる。   

                                                                 

18．クラス分け パラ競技者対象の国内クラス分けは実施しない。 
 

19．記録証 希望者に記録証（1部300円）を発行する。希望者はTICにて申し込むこと。受付時間は競技注意事項で確認する

こと。 
 

20．傷害保険への加入について 

主催者において傷害保険に一括加入する。 

大会では、応急処置しかできないので、参加に当たっては、医師の診断を受けるなど、自己の責任において健康と安全

については十分留意すること。 
 

21．そ の 他 

(１) 競技に必要な用具および道具（例：ガイド・アシスタント用ビブス・アイマスク・ヘルメット、テザー等）は各自で用意すること。

主催者は一切用意しない。 

(２) アスリートビブス(ナンバーカード)は、主催者が用意する。 

(３) ジュニア・ユース発掘事業を兼ねて実施する。 
 

  ２２．問い合わせ 

エントリー受付確認以外（参加資格や、競技方法）については各団体、また、所属団体がない場合は、日本知的障がい者陸

上競技連盟へ問い合わせすること。  

日本知的障がい者陸上競技連盟   jidaf.jimukyoku@yd6.so-net.ne.jp          

日本パラ陸上競技連盟       jpa-jimu@para-ath.org           

日本デフ陸上競技協会               office@j-daa.or.jp 

日本ブラインドマラソン協会        info@jbma.or.jp                 

（障がいのない方）東京陸上競技協会事務局 Tel 03‐6261‐5280（10時～18時 土日、祝日は休み）   

mailto:morita@toriku.or.jp
mailto:jidaf.jimukyoku@yd6.so-net.ne.jp
mailto:office@j-daa.or.jp


 

 

競技会申込に際し、下記の申込規約に同意の上申し込んでください。 

 

申込規約 

１  主催者は傷害や紛失その他の事故に対して応急処置は行うが、以後の責任は一切負わない。 

２  一度入金された参加料はいかなる場合でも返金しない。 

３  競技会出場中の映像、写真、記事、記録等のインターネット、テレビ、新聞、雑誌等の掲載権は主催者に属する。 

４  個人情報の取扱い 

(１)主催者は個人情報の保護法令を厳守し、参加者の個人情報を取り扱う。 

(２)参加申込書に記載された氏名・所属団体名は大会プログラムに記載され、競技場内にアナウンス等により

紹介され、競技場内外の掲示板等に掲載されることがある。 

(３)競技結果（記録）は大会プログラム掲載の個人情報とともに競技場内にアナウンス等により紹介され、競技

会内外の掲示板等に掲載されることがある。また、東京陸協ホームページ （http://toriku.or.jp）に掲載

され、認められた報道機関等により新聞・雑誌及びホームページ等で公開されることがある。 

５  申込に際して、個人申込の場合には個人（保護者）の責任において、団体の場合は所属長（団体責任者）の承諾

を得て申し込むこと。 

６  主催者は、上記の申込規約の他、大会要項によって開催する。 

 

 

  


